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12 ステップを用いたセルフヘルプグループに
おけるエンパワーメント過程を探る
塚 本 真 代
〔抄 録〕
アディクション(1)からの回復には，セルフヘルプグループ (以下，SHG) が有効と
され，代表的な SHG としてアメリカで誕生したアルコホーリクス・アノニマス (以
下，AA)(2) があげられる。AAでは回復の指針として 12 ステップが使用され，他の
SHGのモデルとされている。本研究ではAAで使用される 12 ステップに焦点をあて，
物質依存症であるアルコール依存症の SHG であるAAメンバーと，嗜癖行動である























AAは 1935 年にアメリカで 2人のアルコール依存症者が出会って誕生し，2013 年 1 月で世
界約 170 か国以上，メンバー数は約 213 万以上といわれる(4)。AA の特徴は「12 のステップ
と 12 の伝統 (以下，12&12 という)(5)」であり，12 のステップは回復の指針，12 の伝統はグ
ループを維持する指針とされる。現在，障害や問題が違うにも関わらず AAと同じ 12&12 を
用いる SHG が複数存在するが，その理由や参加者の回復過程について問題意識を持ったこと
が最初である。先行研究はAAや断酒会に関する研究，1 つのアディクションとその SHG に
関する研究，12 ステップを使用する SHG と非 12 ステップの SHG の比較という研究が多い。
本研究では 12&12 に焦点をあて，各グループの手本であるAAの方法が摂食障害の SHGであ
るOAでも使用される点を比較し，当事者がエンパワーメントしていく過程を明らかにする。
2．研究目的
1 ) 当事者は最初自らが持つ生活障害に圧倒される存在だったが，SHG に通い続け，仲間の
支えを得ながら新しい生き方や視点を得て，生きる気持ちを取り戻す。この過程を SHG
の持つ援助機能特性の 1つであるエンパワーメントと考え，その過程を明らかにする。





予備調査後に 12&12 を用いた SHGに 1 年以上参加する当事者 8 名に半構造化面接にて個別
インタビューを行い，同意の上で録音して逐語化した (調査期間は平成 25 年 3〜5 月)。
2．倫理的配慮






分析する方法として，複線往路・等至性モデル (Trajectory Equifinality Model : TEM，サト
ウタツヤら)(6) を使用，TEM図と分析概念表を作成 (メンバー 8 名分作成後，AAと OAメ
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年齢 性別 参加している SHG SHGを知ったきっかけ インタビュー実施時の状況
A 54 女性 AA 専門職者 (医師) 通所事業所利用中
B 57 男性 AA、(断酒会) 専門職者 (PSW) 通所事業所利用中
C 37 男性 AA 専門職者 (医師) 通所事業所利用中
D 68 女性 AA 専門職者 (医師) 退職者
E 48 女性 OA 専門職者 (医師、PSW) 有職者
F 41 女性 OA、AC 本 主婦
G 40 女性 OA 本 有職者








































































































ステップ 1 において，AA ではアルコール，OA では食べ物に対する無力を求められる。
「無力」とは，一言でいうと「お手上げ状態」「助けが必要」「完全な敗北宣言」であり，自分
一人の力ではどうにもできない，思い通りに生きていけないことを認めた状態である。「12 ス























































































3 )〈ステップ 6〉 こうした性格上の欠点全部を，神に取り除いてもらう準備がすべて整った
〈ステップ 7〉 私たちの短所を取り除いて下さいと，謙虚に神に求めた〔やる気，謙虚〕
AA のステップ 6 には「大人と子ども分けるステップ」とある(32)。アルコール依存症は
「対人関係障害」という別名があるとされ，生きていく上で大きな障害になっている(33)。実際
「依存症の中心をなすのは苦痛である……中略…… (1) 感情，(2) 自分には価値があるという










































ンバーたちは 12 ステップを使って今日 1日ずつを大切にして生きていると考えられる。













































































サーシップ等のわかちあいで伝えられる。これは「SHG の援助の特性の 1 つである体験的知
識 (experience knowledge) ということである。これはボークマン (Borkman, 1976) が導入
した概念である……中略……体験的知識とは，専門的知識との対比で，①実用的・実践的で
あること，②今ここで (here and now) の方向性 (長期にわたる発達や，知識の体系的な蓄





お わ り に












醒 (Spiritual Awakening) が必要である」と話している(58)(59)。ここでいう「霊的覚醒」とは，




































( 1 ) Addictionは，嗜癖，耽溺，悪い癖と訳されるが，日本ではさまざまな嗜癖，あるいは依存症的な
状態を指し示す言葉として 1980 年代から使用されている。本稿ではそのまま「アディクション」







( 2 ) Alcoholics Anonymousは，1935 年 6月 10日にアメリカ・オハイオ州で，アルコール依存症のボ
ブ医師と株の仲買人のビルが出会って始まり，2人が共同創始者とされている。
( 3 ) Overeaters Anonymousは，ロザンヌ (Rozanne S.) が 1960 年 1 月 19日に仲間と共にアメリカ・
ロサンゼルスで開いた。現在OAミーティングは 80 か国以上，約 6500 以上の登録がある。
( 4 ) Alcoholics Anonymous http : //www.alcoholics-anonymous.org Service Material from the
General Service Office“ESTIMATES OF A. A. GROUPS AND MEMBERS AS OF JANUARY 1,
2013”
( 5 ) 12 のステップは霊的な特徴を持つ一連の原理であり，生き方として実践されるなら，飲酒のとら
われがとかれて，幸福で有用な人間へと変わりうるとされている。12 の伝統は，共同体としてグ
ループを存続させていくための基本とされ，経験と知恵が集められている [AA (2001)『十二の
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書房 p. 53
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ミーティングがあり，記念の色紙とメダルが仲間から贈られる。1年目以降は年単位になる。
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